
行 政

障
が
い
者
へ
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ
れ
、高
齢
者・障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
障
が
い
者
へ
の
虐
待
に

関
す
る
相
談
窓
口「
大
村
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

●
障
が
い
者
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

開
始
日
　
10
月
１
日
㈪

開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
）、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

連
絡
先
　
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
52
５
０
６
３
　
　
54
２
０
９
９

※

個
人
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
、通
報
を
受
け
た
側
に
も
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

※

匿
名
で
の
通
報
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

　
虐
待
に
よ
って
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
、虐
待
を

発
見
し
た
人
に
は
市
や
県
へ
通
報
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
の
障
が
い
者
と
は

　
身
体
障
が
い
、知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、心
身
の
障
が
い
や
社
会
的
障

壁
に
よ
り
日
常
生
活
や
、社
会
生
活
が
困
難
な
人
も
対
象
で
す
。障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

●
障
が
い
者
虐
待
と
は

　
同
法
で
は
、虐
待
を
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

　・養
護
者
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭
の
管
理
を
し
て
い
る
家
族
、親
族
、

　 

同
居
人
か
ら
の
虐
待

　・福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
福
祉
施
設
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

　 

業
所
で
働
い
て
い
る
職
員
か
ら
の
虐
待

　・使
用
者
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
を
雇
って
働
か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
か
ら
の
虐
待

●
虐
待
の
内
容
と
は

　・身
体
的
虐
待・・・暴
行
を
加
え
た
り
、身
体
を
拘
束
す
る
こ
と

　・性
的
虐
待・・・わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、さ
せ
た
り
す
る
こ
と

　・心
理
的
虐
待・・・言
葉
や
態
度
で
、精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

　・ネ
グ
レ
ク
ト（
放
棄・放
任
）・・・身
の
回
り
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と

　・経
済
的
虐
待・・・本
人
の
同
意
な
し
に
年
金
な
ど
を
使
っ
た
り
、金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

　
　

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
た
大
村

市
の
マスコッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ

イ
ン
を
ご
使
用
で
き
ま
す
。申
請
い
た
だ
け
れ
ば
、商
品

化
な
ど
営
利
、非
営
利
は
問
い
ま
せ
ん
。大
村
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
使
用
許
可
申
請

　「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
商
品

の
制
作
や
、企
業
、団
体
、民
間
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
用
に
使
用

す
る
た
め
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。「
使
用
許
可
申
請

書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※

公
的
な
Ｐ
Ｒ
や
、個
人
で
利
用
す
る
場
合
に
は
申
請

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
デ
ザ
イ
ン
使
用
に
つ
い
て
の
注
意
点

　・変
形
、変
色
し
て
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

　・文
字
な
ど
を
加
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　・天
地
10
ミ
リ
未
満
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ムペー
ジ
に
掲
載
す
る「
デ
ザ
イ
ン

　
マ
ニュア
ル
」や「
使
用
取
扱
要
綱
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
総
務
課（
内
線
２
１
２
）

「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ
イ
ン
が

使
用
で
き
ま
す

大
村
都
市
計
画
道
路
変
更
案
に
関
す
る

図
書
を
縦
覧
で
き
ま
す

■
市
都
市
計
画
課（
内
線
４
３
３
）

「
茨
城
・
栃
木
県
竜
巻
災
害
義
援
金
」へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
福
祉
総
務
課（
内
線
１
５
１
）

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
茨

城・栃
木
県
竜
巻
災
害
義
援
金
」を
、次
の
と
お
り
お

送
り
し
ま
し
た
。

送
金
日
　
７
月
31
日

送
金
先・送
金
額

各
竜
巻
災
害
義
援
金
口
座
へ
　
計
１
０
８
，１
１
６
円

　・日
赤
茨
城
県
支
部
　
５
４
，０
５
８
円

　・日
赤
栃
木
県
支
部
　
５
４
，０
５
８
円

都
市
計
画
の
名
称
　
３・４・
19
号
池
田
沖
田
線

縦
覧
期
間
　
10
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫

縦
覧
場
所
　
長
崎
県
都
市
計
画
課
、県
央
振
興
局
都

市
計
画
課
、大
村
市
都
市
計
画
課

※
縦
覧
で
き
る
時
間
は
、各
機
関
で
開
庁
時
間
が
異
な

　
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
県
央
振
興
局
都
市
計
画
課 

☎
㉒
０
０
１
０

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す

■
長
寿
介
護
課 

☎
⑳
７
３
０
１

■
障
害
福
祉
課 

☎
⑳
７
３
０
６

　
65
歳
に
達
し
た
人
や
市
外
か
ら
転
入
し
た
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
は
、お
お
む
ね
左
記
の
時
期
か
ら
介
護

保
険
料
の
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

開
始
時
期
　
65
歳
に
到
達
し
た
時
期
、年
金
の
裁
定

が
行
わ
れ
た
時
期
、市
外
か
ら
転
入
し
た
時
期
が・・・

●
３
月
〜
９
月
↓
翌
年
４
月
〜 

●
10
月
〜
11
月
↓

翌
年
６
月
〜 

●
12
月
↓
翌
年
８
月
〜 

●
１
月
↓
８

月
〜
　
●
２
月
↓
10
月
〜

※
た
だ
し
、次
の
場
合
は
年
金
天
引
き
で
き
ま
せ
ん
。

　・年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
以
下
の
人

　・年
金
を
担
保
に
融
資
を
受
け
て
い
る
人

　・年
金
保
険
者
への
届
け
出
の
住
所
が
市
外
の
人

※
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
場
合
は
通
知
書
で
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
、納
付
書
や
口
座
振
替

　（
普
通
徴
収
）で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
と
、普
通
徴
収
は
自

　
動
的
に
停
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
入
学
予
定
児
童
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

■
学
校
教
育
課（
内
線
３
７
０
）

対
象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
児
童

内
容
　
内
科・
歯
科
検
診
、視
力
検
査
、教
育
相
談
な
ど

検
診
開
始
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜

※
旭
が
丘・黒
木
小
学
校
は
、午
後
１
時
〜

※
受
付
開
始
時
間
は
、健
診
開
始
時
間
の
30
分
前
で
す
。

※
指
定
校
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　
８
月
11
日
、12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
で
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
が
あ
り
、私
も
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の
質
の
高
い
演
奏
、市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
員
と
観
客
が一体
と
な
っ
た
市
民
パ
ワ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
40
年
前
、イ
タ
リ
ア
を一人
旅
し
て
い
た
私
は
疲
れ
果
て
、ヴ

ェ
ネ
チ
ア
で
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
時
、頭
に
浮
か
ん
で
き
た
の
が
、

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
こ
と
で
し
た
。

　「
大
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
た
ち
が
、４
百
年
前
に
、こ
の
サ
ンマ
ル
コ

広
場
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ・・・」そ
う
思
う
と
、少
し
ず
つ
疲
れ

が
と
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
サ
ル
ー
テ
神
学
校
に
少

年
使
節
の
記
念
碑
が
あ
る
の
を
知
っ
た
の
は
後
年
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

「
少
年
使
節
が
私
を
呼
び
寄
せ
た・・・」そ
れ
が
私
と
少
年
使
節
と
の
出

会
い
と
な
り
、私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面
も
あ
り
、華
麗
な
洋
装
の
女

性
が
登
場
し
ま
す
。史
実
を
曲
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
い
が

ち
で
す
が
、天
正
遣
欧
少
年
使
節
の一行
は
イ
タ
リ
ア
で
の
舞
踏
会
に
も

参
加
し
、貴
婦
人
た
ち
の
衣
装
も
当
時
を
再
現
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
織
田
信
長
が
天
下
を
統一し
た
天
正
年
間
、日
本
で
最
初
の
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
で
あ
っ
た
大
村
純
忠
ら
は
４
少
年
を
西
欧
へ
派
遣
し
ま
し
た
。８

年
後
、キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
た
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
帰
国
す
る
わ

け
で
す
が
、ロ
ー
マ
を
は
じ
め
西
欧
の
各
都
市
で
は
想
像
を
超
え
る
大
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。日
本
が
ま
だ
世
界
地
図
に
正
確
に
載
っ
て
い
な
い
時

代
、ま
さ
に「
西
洋
と
は
じ
め
て
出
会
っ
た
日
本
人
た
ち
」で
し
た
。

　
そ
ん
な
国
際
的
な
歴
史
を
持
つ
大
村
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。わ
が
郷

土
の
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、将
来
の
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
光
る
海
」

vol.14

市 長
ムラコ

と き
9月26日㈬
10月  3日㈬

4日㈭
9日㈫
10日㈬
11日㈭
15日㈪
16日㈫
19日㈮
22日㈪
24日㈬
25日㈭
29日㈪
31日㈬

11月  1日㈭

小 学 校
西 大 村
旭 が 丘
東 大 村
萱 瀬
中 央
竹 松
福 重
大 村
放 虎 原
黒 木
鈴 田
三 城
富 の 原
三 浦
松 原

市の花「オオムラザクラ」
をモチーフにした、元気に
走るサクラの精をイメー
ジしたキャラクターです。

FAX

市内の交通事故発生状況 8月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人傷事故 347件（＋39） ▼死      者 1061人（－11）

▼負 傷 者 437件（＋24） ▼物損事故 1065件（＋87）
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行 政

障
が
い
者
へ
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ
れ
、高
齢
者・障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
障
が
い
者
へ
の
虐
待
に

関
す
る
相
談
窓
口「
大
村
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

●
障
が
い
者
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

開
始
日
　
10
月
１
日
㈪

開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
）、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

連
絡
先
　
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
52
５
０
６
３
　
　
54
２
０
９
９

※

個
人
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
、通
報
を
受
け
た
側
に
も
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

※

匿
名
で
の
通
報
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

　
虐
待
に
よ
って
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
、虐
待
を

発
見
し
た
人
に
は
市
や
県
へ
通
報
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
の
障
が
い
者
と
は

　
身
体
障
が
い
、知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、心
身
の
障
が
い
や
社
会
的
障

壁
に
よ
り
日
常
生
活
や
、社
会
生
活
が
困
難
な
人
も
対
象
で
す
。障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

●
障
が
い
者
虐
待
と
は

　
同
法
で
は
、虐
待
を
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

　・養
護
者
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭
の
管
理
を
し
て
い
る
家
族
、親
族
、

　 

同
居
人
か
ら
の
虐
待

　・福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
福
祉
施
設
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

　 

業
所
で
働
い
て
い
る
職
員
か
ら
の
虐
待

　・使
用
者
に
よ
る
虐
待・・・障
が
い
者
を
雇
って
働
か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
か
ら
の
虐
待

●
虐
待
の
内
容
と
は

　・身
体
的
虐
待・・・暴
行
を
加
え
た
り
、身
体
を
拘
束
す
る
こ
と

　・性
的
虐
待・・・わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、さ
せ
た
り
す
る
こ
と

　・心
理
的
虐
待・・・言
葉
や
態
度
で
、精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

　・ネ
グ
レ
ク
ト（
放
棄・放
任
）・・・身
の
回
り
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と

　・経
済
的
虐
待・・・本
人
の
同
意
な
し
に
年
金
な
ど
を
使
っ
た
り
、金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

　
　

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
た
大
村

市
の
マスコッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ

イ
ン
を
ご
使
用
で
き
ま
す
。申
請
い
た
だ
け
れ
ば
、商
品

化
な
ど
営
利
、非
営
利
は
問
い
ま
せ
ん
。大
村
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
使
用
許
可
申
請

　「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
商
品

の
制
作
や
、企
業
、団
体
、民
間
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
用
に
使
用

す
る
た
め
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。「
使
用
許
可
申
請

書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※

公
的
な
Ｐ
Ｒ
や
、個
人
で
利
用
す
る
場
合
に
は
申
請

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
デ
ザ
イ
ン
使
用
に
つ
い
て
の
注
意
点

　・変
形
、変
色
し
て
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

　・文
字
な
ど
を
加
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　・天
地
10
ミ
リ
未
満
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ムペー
ジ
に
掲
載
す
る「
デ
ザ
イ
ン

　
マ
ニュア
ル
」や「
使
用
取
扱
要
綱
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
総
務
課（
内
線
２
１
２
）

「
お
む
ら
ん
ち
ゃ
ん
」の
デ
ザ
イ
ン
が

使
用
で
き
ま
す

大
村
都
市
計
画
道
路
変
更
案
に
関
す
る

図
書
を
縦
覧
で
き
ま
す

■
市
都
市
計
画
課（
内
線
４
３
３
）

「
茨
城
・
栃
木
県
竜
巻
災
害
義
援
金
」へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
福
祉
総
務
課（
内
線
１
５
１
）

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
茨

城・栃
木
県
竜
巻
災
害
義
援
金
」を
、次
の
と
お
り
お

送
り
し
ま
し
た
。

送
金
日
　
７
月
31
日

送
金
先・送
金
額

各
竜
巻
災
害
義
援
金
口
座
へ
　
計
１
０
８
，１
１
６
円

　・日
赤
茨
城
県
支
部
　
５
４
，０
５
８
円

　・日
赤
栃
木
県
支
部
　
５
４
，０
５
８
円

都
市
計
画
の
名
称
　
３・４・
19
号
池
田
沖
田
線

縦
覧
期
間
　
10
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫

縦
覧
場
所
　
長
崎
県
都
市
計
画
課
、県
央
振
興
局
都

市
計
画
課
、大
村
市
都
市
計
画
課

※
縦
覧
で
き
る
時
間
は
、各
機
関
で
開
庁
時
間
が
異
な

　
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
県
央
振
興
局
都
市
計
画
課 

☎
㉒
０
０
１
０

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す

■
長
寿
介
護
課 

☎
⑳
７
３
０
１

■
障
害
福
祉
課 

☎
⑳
７
３
０
６

　
65
歳
に
達
し
た
人
や
市
外
か
ら
転
入
し
た
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
は
、お
お
む
ね
左
記
の
時
期
か
ら
介
護

保
険
料
の
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

開
始
時
期
　
65
歳
に
到
達
し
た
時
期
、年
金
の
裁
定

が
行
わ
れ
た
時
期
、市
外
か
ら
転
入
し
た
時
期
が・・・

●
３
月
〜
９
月
↓
翌
年
４
月
〜 

●
10
月
〜
11
月
↓

翌
年
６
月
〜 

●
12
月
↓
翌
年
８
月
〜 

●
１
月
↓
８

月
〜
　
●
２
月
↓
10
月
〜

※
た
だ
し
、次
の
場
合
は
年
金
天
引
き
で
き
ま
せ
ん
。

　・年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
以
下
の
人

　・年
金
を
担
保
に
融
資
を
受
け
て
い
る
人

　・年
金
保
険
者
への
届
け
出
の
住
所
が
市
外
の
人

※
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
場
合
は
通
知
書
で
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
、納
付
書
や
口
座
振
替

　（
普
通
徴
収
）で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
と
、普
通
徴
収
は
自

　
動
的
に
停
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
入
学
予
定
児
童
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

■
学
校
教
育
課（
内
線
３
７
０
）

対
象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
児
童

内
容
　
内
科・
歯
科
検
診
、視
力
検
査
、教
育
相
談
な
ど

検
診
開
始
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜

※
旭
が
丘・黒
木
小
学
校
は
、午
後
１
時
〜

※
受
付
開
始
時
間
は
、健
診
開
始
時
間
の
30
分
前
で
す
。

※
指
定
校
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　
８
月
11
日
、12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
で
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
が
あ
り
、私
も
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の
質
の
高
い
演
奏
、市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
員
と
観
客
が一体
と
な
っ
た
市
民
パ
ワ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
40
年
前
、イ
タ
リ
ア
を一人
旅
し
て
い
た
私
は
疲
れ
果
て
、ヴ

ェ
ネ
チ
ア
で
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
時
、頭
に
浮
か
ん
で
き
た
の
が
、

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
こ
と
で
し
た
。

　「
大
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
た
ち
が
、４
百
年
前
に
、こ
の
サ
ンマ
ル
コ

広
場
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ・・・」そ
う
思
う
と
、少
し
ず
つ
疲
れ

が
と
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
サ
ル
ー
テ
神
学
校
に
少

年
使
節
の
記
念
碑
が
あ
る
の
を
知
っ
た
の
は
後
年
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

「
少
年
使
節
が
私
を
呼
び
寄
せ
た・・・」そ
れ
が
私
と
少
年
使
節
と
の
出

会
い
と
な
り
、私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面
も
あ
り
、華
麗
な
洋
装
の
女

性
が
登
場
し
ま
す
。史
実
を
曲
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
い
が

ち
で
す
が
、天
正
遣
欧
少
年
使
節
の一行
は
イ
タ
リ
ア
で
の
舞
踏
会
に
も

参
加
し
、貴
婦
人
た
ち
の
衣
装
も
当
時
を
再
現
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
織
田
信
長
が
天
下
を
統一し
た
天
正
年
間
、日
本
で
最
初
の
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
で
あ
っ
た
大
村
純
忠
ら
は
４
少
年
を
西
欧
へ
派
遣
し
ま
し
た
。８

年
後
、キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
た
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
帰
国
す
る
わ

け
で
す
が
、ロ
ー
マ
を
は
じ
め
西
欧
の
各
都
市
で
は
想
像
を
超
え
る
大
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。日
本
が
ま
だ
世
界
地
図
に
正
確
に
載
っ
て
い
な
い
時

代
、ま
さ
に「
西
洋
と
は
じ
め
て
出
会
っ
た
日
本
人
た
ち
」で
し
た
。

　
そ
ん
な
国
際
的
な
歴
史
を
持
つ
大
村
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。わ
が
郷

土
の
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、将
来
の
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
光
る
海
」

vol.14

市 長
ムラコ

と き
9月26日㈬
10月  3日㈬

4日㈭
9日㈫
10日㈬
11日㈭
15日㈪
16日㈫
19日㈮
22日㈪
24日㈬
25日㈭
29日㈪
31日㈬

11月  1日㈭

小 学 校
西 大 村
旭 が 丘
東 大 村
萱 瀬
中 央
竹 松
福 重
大 村
放 虎 原
黒 木
鈴 田
三 城
富 の 原
三 浦
松 原

市の花「オオムラザクラ」
をモチーフにした、元気に
走るサクラの精をイメー
ジしたキャラクターです。

FAX

市内の交通事故発生状況 8月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人傷事故 347件（＋39） ▼死      者 1061人（－11）

▼負 傷 者 437件（＋24） ▼物損事故 1065件（＋87）
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